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　　　　初の関東大会出場

　8月7日，長岡市立劇場で開かれた全日本吹奏楽コ

ンクール県大会で、川西中学校がみごと金賞を受賞、

初の県代表に輝きました．

　関東大会は、9月17日に宇都宮市で開かれます．
　　　　　じゅもん
演奏曲は、r呪文と踊り」という早いテンポの舞曲です．

担当の宮ロ先生は、「むずかしい曲ですが、魅力のある

曲です．」と、話していました．（メンバーは、2ベージこ掲載）

r圃休日救急医r
　9月15日至誠堂医院（西浦町）君52－3276

　　17日山口医院（袋町中）麿52－2174

　　23日庭野医院（寿町）費52－2711

　　24日中条病院（中条）857－3018

10月1日第二藤巻医院（上野）費68－2018

　　8日大坪医院（四日町）β57－6100

　　10日至誠堂医院（西浦町）台52－3276
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九
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
会
期
で
、
第
六

回
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
八
月
の
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
後
、
初
め
て
の
議

会
で
す
。
一
日
に
は
全
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
議
会
人
事
案
件
や
教
育
委
員
会
委
員

の
選
任
な
ど
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
人
事
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。

、
し
虞

木元男押議長

　
議
長
に
は
、
押
木
元
男
さ
ん
（
52
）

副
議
長
に
は
、
小
林
寅
雄
さ
ん
（
65
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
常
任
委
員
会
な
ど
の
構
成

も
決
ま
り
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
・
順

不
同
）

副議長小林寅雄
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③
③
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①
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介
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常
任
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

哲次

、
講
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嚢
欝
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』

q
戸

◎
戸
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哲
次
○
上
村

北
村
公
男
　
南
雲

清
水
　
　
進
　
小
林

寅　広
雄教治

◎
委
員
長
○
副
委
員
長

産
業
厚
生
委
員
会

　
　
き

，

簸
　
難
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、
q
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正
義
O
柄
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高
橋
幸
一

富
井
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四
郎

田
口
直
人

水
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高
橋

　忠悌
重雄二

特
別
委
員
会

克
雪
対
策
委
員
会

◎
田
口
直
人

　
高
橋
幸
一

根
津
健
治
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上
村
広
治

　
平
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正
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　　　○
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○
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委
員
長

信
濃
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発
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林海井鳥水
　　相
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建
設
住
民
委
員
会

畿
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◎
小
海
貞
二

羽
鳥
力
夫

桑
原
要
雄

　
　
二

　
蕪
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耀
海

　
　
罫
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O
根
津
健
治
郎

柳
　
　
藤
作

滋
野
　
一
郎

■
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

議
員

南
雲
　
　
教

平
野
正
義

根
津
健
治
郎

押
木
元
男

■
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設

組
合
議
員

柄
沢
悌
二

押
木
元
男

平
野
正
義

監
査
委
員
は
　
柳
藤
作
さ
ん

　
町
監
査
委
員
の
う
ち
、
議
会
議
員

の
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
人
は
、
柳
藤

作
さ
ん
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
に

　
宮
啓
一
さ
ん
（
山
野
田
）
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

臨時議会

告報

　
八
月
十
二
日
、
改
選
前
の
議
員
構

成
で
の
最
終
議
会
、
第
五
回
町
議
会

臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
議
案
は

二
つ
の
工
事
請
負
契
約
な
ど
で
す
。

中
学
校
に
併
設
さ
れ
る
、
学
校
給

灘
藝萎

…藝萎

齢
㎜
蜀
諺
墾

食
共
同
調
理
場
の
、
ち
ゅ
う
房
設
備

機
器
工
事
は
、
四
、
五
三
二
万
円
で
、

ヤ
マ
ト
廟
房
、
孫
六
共
同
企
業
体
、

　
町
道
山
野
田
下
平
線
改
良
工
事
は
、

五
、
一
五
〇
万
円
で
、
加
賀
田
組
、
吉

楽
土
建
共
同
企
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
請

け
負
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
克
雪
対
策
特
別
委
員
会

か
ら
「
雪
に
か
か
わ
る
総
合
的
な
対

策
」
、
信
濃
川
発
電
所
対
策
特
別
委

員
会
か
ら
「
信
濃
川
水
力
発
電
再
開

発
工
事
に
か
か
わ
る
諸
問
題
の
総
合

的
な
対
策
」
に
つ
い
て
、
委
員
会
の

審
査
経
過
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

川西中学校南校舎に併設される

　　　学校給食共同調理場の工事現場

轡



　
老
人
週
間
（
九
月
十
五
日
～
二
十

一
日
）
に
ち
な
ん
で
、
町
と
県
か
ら

七
十
五
歳
以
上
の
七
三
六
人
に
、
敬

老
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
九
十
歳
（
卒
寿
）
八

人
と
、
九
十
五
歳
の
二
人
に
は
、
九

月
十
五
日
「
敬
老
の
日
」
に
、
町
長

が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
直
接
お
渡
し

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
九
十
歳
の
方
は
、
次
の
と
お
り
。

…
敬
称
略
腿
野
上
ヤ
ス
（
栄
町
）

星
名
ハ
マ
（
木
島
）
、
上
村
米
作
（
上

野
）
、
渡
辺
イ
ト
（
上
野
）
、
小
林

ト
キ
（
新
町
新
田
）
、
中
村
力
子
（
野

口
）
、
数
藤
ト
ク
（
原
田
）
、
高
橋

孫
市
（
高
倉
）

95歳のお二人

≡
≡
≡
≡
≡
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≡
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＝
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≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
一
≡
≡
≡

小川駒治さん（岩瀬）

　〔明治27．10．20生〕

…
≡
＝
≡
≡
一
≡
＝
≡
一
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
一
一
≡
≡
≡
一

阿部トワさん（木島）

〔明治27．7．21日生〕

お贈りする祝い品

年　　齢 該当人数 祝　い　品　名

75歳以上 736人 お茶の詰め合わせ

77歳 77 祝　　い　　菓　　子

80歳 72 長寿者湯飲み
88歳 15 祝い菓子、バスタオル

90歳 8 タ　オ　ル　ケ　ッ　ト

95歳 2 祝い菓子、ひざ掛け

年代別人ロの移り変わり
　　　　■O～14歳翻15～64歳［二］65歳以上

　0　　　20　　　40　　　60　　　80　　100％

　昭30年
　　35
川　　40

西　 45

町　 50

　　55
　　60
　平元年8月

昭63年県

62年国

平17年国

14．3

16．8

18．8

14．1

18．0

　このグラフは、人口を三つの年代に

分けた割合（％）を示したものです。昭

和30年には、O歳から14歳までの人口

が全体の35．9％、65歳以上が7．3％で

した。

　それがことし8月には、0歳から14

歳までと、65歳以上とがそれぞれ18％

台になりました。町のこの状態は、国

が将来を推計した中で平成17年に到達

する状況に近くなっています。

　また、総人口に占める65歳以上が10

％を超えたのは、町では昭和45年、国

では昭和60年です。15年も早いスピー

ドで、町は老齢化していることになり

ます。

資料……総務庁「国勢調査報告」，厚生省「日本の将来推計人口」

麟



労働時間を短縮

社会情勢の変化に対応

　
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に

労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
封
建
時
代
か
ら
の
徒
弟

制
度
や
で
っ
ち
奉
公
が
禁
止
さ
れ
、

以
来
、
労
働
者
の
立
場
が
守
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
当
時
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
経
済
が
発
展
し
、
社
会
情

勢
が
変
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
い

ま
の
法
律
の
ま
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ

不
都
合
が
で
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
れ
で
、
ご
承
知
の
よ
う
に
昭
和

六
士
二
年
四
月
一
日
、
四
十
年
ぶ
り

に
こ
の
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
①
法
定
労
働

時
間
の
短
縮
②
各
種
変
形
労
働
時

間
制
度
の
導
入
③
年
次
有
給
休
暇

制
度
の
改
善
な
ど
で
す

1日の勤めを終えて帰るご婦人たち

　　　　一8、25下平新田で一

週
4
8
時
間
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0
時
間

●
法
定
労
働
時
間
の
短
縮

へ

　
法
改
正
の
第
一
は
、
法
定
労
働
時

間
の
短
縮
で
す
。

　
週
四
十
八
時
間
制
を
、
欧
米
諸
国

並
み
の
週
四
十
時
間
制
に
ま
で
引
き

下
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
し
か

し
、
日
本
の
企
業
の
大
部
分
が
中
小

企
業
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
き
な

り
週
四
十
時
間
に
す
る
に
は
無
理
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
段
階
的
に
改

め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
週
四
十
六
時
間
制
が
実
施
さ

れ
、
週
四
十
時
間
制
へ
の
移
行
は
、

一
九
九
〇
年
代
前
半
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
労
働
時
間
の
短
縮
は
、
次
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

①
労
働
者
福
祉
の
増
進

●
各
種
変
形
労
働
時
間
制
の
導
入

　
変
形
労
働
時
問
制
と
は
、
業
務
の

繁
閑
な
ど
で
、
あ
る
週
が
四
十
六
時

間
の
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
も
、

外
の
週
と
平
均
し
て
法
定
労
働
時
間

の
範
囲
で
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
制
度

で
す
。

　
看
護
婦
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の

方
々
は
、
一
日
八
時
間
以
上
働
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、
一
か
月
を
単
位
と
し
た

変
形
労
働
時
間
を
採
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
季
節
に
よ
っ
て
業
務
に
繁

閑
の
差
が
で
る
事
業
は
、
三
か
月
単

位
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
も
ち

響

　
庚
塚
運
動
場
の
夜
間
テ
ニ
ス

②
長
期
的
に
み
た
雇
用
機
会
の
確
保

③
経
済
構
造
の
調
整
、
内
需
拡
大

ろ
ん
、
平
均
労
働
時
間
を
週
四
十
時

間
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
、
い
く
ら
忙
し
い
時
期
で
も

一
日
十
時
間
、
週
五
十
二
時
問
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

年
次
有
給
休
暇
が

　
　
最
低
6
日
↓
1
0
日
に
改
善

年
次
有
給
休
暇
の
最
低
日
数
が
、

六
日
か
ら
十
日
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
一
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
十

日
、
次
年
度
以
降
は
一
日
ず
つ
加
算

さ
れ
て
、
最
高
二
十
日
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
規
模
が
三
百
入
以
下
の

事
業
所
は
、
猶
予
措
置
が
あ
り
ま
す
。

最
低
付
与
日
数
は
、
平
成
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
は
六
日
、
同
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
は
八
日
と
な
っ
て

い
ま
す
。

藩



灘
，
．
慧
購

果結△
雷

8月8日

鰹

、千手小学校プール
醐

鱒

5年男子メドレーリレー

　5年50メートル背泳ぎ
①清水俊樹（千手）②星名清貴（同）③柄沢大輔（同）

　6年同
①関口昌生（千手）②高橋勲（同）③上村到（上野〉

　5年25メートルバタフライ
①山本章人（橘）②滝井工（同）③藤巻和人（同）

　6年同
①富井隆暢（上野）②関雅夫（千手）③小林一則（仙田）

　5年50メートルバタフライ
①沢潟誠也（千手）②星名康宏（同）③若山英樹（上野）

　6年同
①関雅夫（千手）②上村到（上野）③田中光倫（千手）

　5年個人メドレー（100メートル）

①清水俊樹（千手）②柄沢大輔（同）③大久保雅基（橘）

　6年同
①小林正英（千手）②高橋将文（上野）③高橋裕也（仙田）

【女子】

　5年200メートルメドレーR
①千手A（関口千亜紀、佐藤有子、高橋ルミ子、清水喜美子）

②千手B（春日景子、丸山由加里、柄沢英理子、高橋里美）

③千手C（蔵品育美、佐藤奈美子、相崎真理子、中村早苗）

　6年同
①千手A（田中美里、星名恵美子、横山友美、星名真弓）

②千手B（高橋和香子、斉木恵美、数藤ひろみ、五十川麗子）

③仙田（南雲さおり、高橋典子、米山幸子、高橋聖美）

　5年200メートルR
①千手A（高橋ルミ子、高橋里美、関口千亜紀、清水喜美子）

②千手B（柄沢英理子、春日景子、佐藤奈美子、相崎真理子）

③千手C（丸山由加理、中村早苗、羽鳥有香理、佐藤有子）

　6年同
①千手A（五十川麗子、田中美里、星名恵美子、星名真弓）

②橘A（村越広子、藤田希美子、池竹宏美、中川靖子）

③上野A（斎藤純子、大浦美佳、上村尚子、内山織絵）

　5年50メートル自由形
①清水喜美子（千手）②高橋恵（上野）③須藤尚子（橘）

　6年同

①星名真弓（千手）②大浦美佳（上野）③村越広子（橘）

　5年100メートル自由形
①清水喜美子（千手）②高橋恵（上野）③高橋ルミ子（千手）

　6年同

①五十川麗子（千手）②中川靖子（橘）③村越広子（同）

　5年50メートル平泳ぎ
①高野五月（仙田）②佐藤有子（千手）③丸山由加里（同）

　6年同

①星名恵美子（千手）②斉木恵美（同）③斉藤純子（上野）

　5年100メートル平泳ぎ
①佐藤有子（千手）②春日景子（同）③丸山由加理（同）

　6年同
①横山友美（千手）②星名恵美子（同）③斉木恵美（同）

　5年50メートル平泳ぎ
①関口千亜紀（千手）②佐藤奈美子（同）③須藤尚子（橘）

　6年同
①田中美里（千手）②内山織絵（上野）③米山幸子（仙田）

　5年25メートルバタフライ
①佐野千恵望（白倉）②相崎真理子（千手）③高橋ルミ子（千手）

　6年同
①南雲さおり（仙田）②大浦美佳（上野）③中川靖子（橘）

　5年50メートルバタフライ
①佐野千恵望（白倉）②相崎真理子（千手）③高橋ルミ子（同）

　6年同
①南雲さおり（仙田）②数藤ひろみ（千手）③五十川麗子（同）

　5年個人メドレー（100メートル）

①関口千亜紀（千手）

　6年同
①星名真弓（千手）②内山織絵（上野）③池竹宏美（橘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磯
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町内小学校

親善水泳大

　【男子】

　5年200メートルメドレーR
①橘（大久保雅基、滝井工、山本章人、佐藤貴之）

②千手A（清水俊樹、星名茂、星名力成、村山正浩）

③千手B（柄沢大輔、清水一、高橋宰、相崎貢一）

　6年同

①千手A（関口昌生、数藤健太郎、関雅夫、大塚晋）

②上野（上村到、清水学、富井隆暢、高橋将文）

③千手C（小海基、平沢孝志、風間裕孝、高橋宏和）

　5年200メートルR
①千手A（相崎貢一、清水俊樹、村山正浩、星名力成）

②橘A（佐藤貴之、藤巻和人、滝井工、山本章人）

②千手B（星名茂、柄沢大輔、高橋宰、南雲敏之）

　6年同

①千手A（南雲啓到、小林正英、高橋勲、大塚晋）

②上野A（富井隆暢、上村到、清水学、高橋将文）

③千手B（関雅夫、高橋宏和、数藤健太郎、田中光倫）

　5年50メートル自由形
①星名力成（千手）②相崎貢一（同）③小熊敦剛（上野）

　6年同

①大塚晋（千手）②富井隆暢（上野）③関口昌生（千手）

　5年100メートル自由形

①山本章人（橘）②星名力成（千手）③村山正浩（同）

　6年同

①大塚晋（千手）②高橋勲（同）③高橋将文（上野）

　5年50メートル平泳ぎ
①星名茂（千手）②清水一（同）③小熊敦剛（上野）

　6年同

①数藤健太郎（千手）②高橋宏和（同）③南雲啓到（同）

　5年100メートル平泳ぎ

①星名茂（千手）②清水一（同）③滝井工（橘）

　6年同

①高橋宏和（千手）②数藤健太郎（同）③水落浩紀（橘）

　　　　　響麟　瓢駈しい家膜

夫婦で子育て

　
最
近
の
子
供
た
ち

が
お
か
れ
て
い
る
生

活
環
境
と
、
自
分
た

ち
が
子
供
だ
っ
た
こ

ろ
と
く
ら
べ
て
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
思
う
親
は

た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
よ
そ

の
家
庭
に
行
っ
た
り
、

よ
そ
の
人
が
自
分
の
家
に
来
た
り
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
叔
父
さ
ん
、
叔
母
さ

ん
の
家
に
泊
ま
り
が
け
で
遊
び
に
行

き
、
い
と
こ
た
ち
と
一
緒
に
生
活
す

る
と
い
う
経
験
で
す
。

　
都
市
の
大
学
生
は
、
幼
稚
園
か
小

学
校
の
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を

し
た
人
は
、
わ
ず
か
1
0
％
だ
っ
た
そ

経
験
と
心

う
で
す
。

　
い
ま
の
親
た
ち
の
世
代
に
は
も
っ

と
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

家
に
親
類
の
人
が
泊
ま
り
に
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
話

を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
の
主
婦
た
ち
が
多
忙
に
な
っ
た

こ
と
、
ホ
テ
ル
が
広
く
普
及
し
た
こ

と
、
親
類
や
知
人
と
の
つ
き
あ
い
を

煩
わ
し
い
と
思
う
人
が
増
え
た
こ
と

な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
少
な
く

の
発
達

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
な
ん
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
で
す

が
、
親
、
兄
弟
以
外
の
人
と
親
し
く

接
す
る
こ
と
。
言
葉
を
変
え
て
言
え

ば
、
多
様
な
人
間
関
係
を
も
っ
こ
と

が
子
供
の
心
の
発
達
に
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　
同
じ
三
十
代
の
男
性
で
も
父
親
と

あ
の
叔
父
と
は
ど
こ
が
違
う
か
、
あ

の
叔
母
の
家
と
自
分
の
家
と
は
雰
囲

気
が
ど
う
違
う
か
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
親
類
の
人
の
前
で
は
、
子

供
で
も
自
分
を
よ
く
見
せ
よ
う
と
努

め
ま
す
。
言
っ
て
い
い
こ
と
と
い
け

な
い
こ
と
の
け
じ
め
も
、
こ
の
よ
う

な
機
会
を
通
し
て
習
得
さ
れ
ま
す
。

　
家
庭
を
単
調
で
、
閉
鎖
的
な
も
の

に
し
な
い
で
、
子
供
の
年
齢
に
応
じ

て
経
験
の
範
囲
を
広
げ
る
よ
う
に
す

る
配
慮
が
、
親
に
は
期
待
さ
れ
る
の

で
す
。

銀
山
平
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
ん
ご
う

　
炊
飯
の
子
供
た
ち
（
8
・
12）

醗
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柏
崎

日
記

そ
の
九

岩
瀬
金
　
子
　
幸
　
作

地
震
の
被
災
者
に
会
う

　
千
曲
川
西
を
小
千
谷
か
ら
川
辺
の

村
へ
急
ぐ
渡
辺
平
太
夫
は
、
山
谷
組

へ
近
付
く
に
つ
れ
て
善
光
寺
地
震
の

被
災
者
と
行
き
合
う
よ
う
に
な
る
。

ウ
ノ
ハ
ナ
が
匂
い
、
野
山
の
線
も
ひ

と
き
わ
鮮
や
か
な
、
弘
化
四
年
（
一

八
四
七
）
三
月
二
十
九
日
（
現
在
の

五
月
十
二
日
）
の
午
後
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ジ
、
バ
バ
連
れ
の
三
人
が
、
つ

え
に
す
が
り
つ
が
ら
よ
ろ
け
る
よ
う

に
歩
い
て
来
る
。
一
人
の
老
婆
は
片

ほ
お
か
ら
目
に
か
け
て
顔
が
く
ず
れ

左
の
手
首
が
無
い
。
そ
の
手
を
首
に

釣
り
、
痛
そ
う
に
ふ
と
こ
ろ
へ
入
れ

て
う
め
い
て
い
る
。

蒲
原
の
ジ
サ
と
バ
サ

　
駕
籠
（
か
ご
）
の
人
足
供
が
、
　
「
お

前
方
ど
こ
の
衆
だ
い
」
と
尋
ね
る
と

「
蒲
原
の
者
だ
ぜ
」
と
答
え
、
泣
き

声
で
次
の
よ
う
に
話
し
た
。

　
「
七
人
で
善
光
寺
様
を
詣
り
に
行

っ
た
ら
、
仲
間
の
う
ち
四
人
が
ヤ
ラ

レ
テ
死
に
申
し
た
。
オ
ラ
は
丸
は
だ

か
で
逃
げ
出
し
た
が
、
こ
の
様
な
怪

我
を
し
、
命
か
ら
が
ら
歩
い
て
来
た
。

途
中
で
、
在
の
衆
か
ら
儒
枠
、
ふ
ん

ど
し
、
杖
、
笠
を
も
ら
い
、
飯
ま
で

食
わ
せ
て
も
ら
い
、
も
ら
い
し
て
や

っ
と
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
も

う
、
在
所
か
ら
心
配
し
て
迎
ひ
に
来

そ
う
な
も
の
で
御
座
り
升
。
」

　
善
光
寺
の
様
子
を
聞
く
と
、
　
「
わ

か
ら
な
い
テ
、
真
黒
闇
の
中
を
何
所

と
も
知
ら
ず
に
駆
け
出
し
、
夜
が
明

け
て
大
地
震
と
知
っ
た
」
と
、
ま
だ

目
も
う
つ
ろ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

水
の
少
な
い
千
曲
川

　
真
人
宿
へ
着
い
た
ら
、
千
曲
の
川

が
泥
か
き
立
て
た
よ
う
に
濁
っ
て
い

か
っ
て
の
百
姓
頭
田
ロ
家

n
現
在
の
田
ロ
一
朗
さ
ん
宅

る
。
水
の
量
は
平
水
だ
と
思
え
た
が
、

宿
の
亭
主
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
二
十
五
、
六
日
（
現
在
の
五
月

八
、
九
日
）
か
ら
水
が
急
に
少
く
な

り
、
ご
う
ぎ
濁
っ
た
。
今
日
は
い
く

ら
か
澄
ん
だ
よ
う
だ
が
、
ど
う
も
様

子
が
お
か
し
い
。
こ
の
間
の
大
地
震

で
、
信
州
の
ど
こ
か
に
大
き
な
山
抜

け
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
」

と
、
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
い
る
。

　
木
落
村
か
ら
、
村
役
人
と
人
足
供

が
迎
え
に
来
て
お
り
、
小
千
谷
の
人

足
と
交
代
し
て
す
ぐ
に
出
立
し
た
。

木
落
村
の
新
開
場

　
木
落
村
新
開
ハ
寛
政
（
一
七
八
九
）

以
来
見
取
場
二
相
成
候
場
所
二
て
八
、

九
町
歩
程
も
有
之
。
千
曲
川
付
寄
地

字
外
ケ
島
と
申
候
。
此
地
会
津
御
預

所
川
向
之
上
新
田
と
申
村
と
論
所
二

相
成
、
江
戸
へ
出
千
両
も
か
・
り
勝

二
成
リ
候
所
、
右
雑
用
仰
山
か
・
り

其
雑
用
出
入
二
て
先
年
私
と
も
久
敷

吟
味
致
し
、
御
裁
許
二
相
成
。

　
村
方
割
合
出
し
分
不
残
柏
崎
町
本

陣
町
年
寄
長
井
与
次
右
衛
門
引
受
出

入
片
付
申
候
。
其
代
リ
右
之
場
所
新

開
引
受
申
候
て
仰
山
成
借
財
致
、
江

水
等
遠
方
よ
り
引
き
新
開
二
致
候
。

　
其
地
続
同
所
二
て
三
領
村
、
是
も

弐
、
三
町
歩
余
有
之
。
同
様
見
取
場

之
所
、
是
者
上
野
村
御
内
用
達
星
名

藤
左
衛
門
引
受
新
開
致
し
候
。

　
長
井
之
分
ハ
長
井
新
田
ト
唱
ひ
度

旨
願
済
二
相
成
申
候
。
無
程
木
落
村

二
か
・
り
候
所
、
庄
屋
井
長
井
与
次

右
衛
門
、
星
名
藤
左
衛
門
迎
ひ
二
出

ル
。
庄
屋
は
宿
出
来
不
申
。
百
姓
頭

の
内
名
字
御
免
の
田
口
甚
右
衛
門
宅

へ
泊
ル
。
七
ツ
半
（
午
後
五
時
）
過

也
。

　
　
　
　
　
　
ま
ん
　
ざ
ら
く

　
今
夜
も
外
で
万
座
楽

　
大
肝
煎
酒
井
忠
之
助
罷
出
、
御
用

相
済
、
又
地
震
咄
し
。
先
御
領
分
中

無
難
二
有
之
候
由
。
川
向
ひ
三
里
山

手
へ
参
リ
候
得
ハ
大
分
破
損
も
有
之
。

五
里
山
へ
入
候
而
者
所
々
潰
れ
家
も

有
之
候
由
。
善
光
寺
十
里
四
方
之
騒

と
被
存
候
杯
と
申
。
丹
波
川
上
笹
川

石
川
と
申
両
村
之
山
犀
川
へ
ず
り
出

し
流
れ
堰
キ
留
メ
候
て
丹
波
川
一
滴

も
流
れ
不
申
。
い
づ
れ
水
抜
ケ
出
し

可
申
川
筋
村
々
油
断
無
之
様
信
州
筋

御
代
官
よ
り
触
れ
達
有
之
候
。

　
左
様
と
相
見
一
日
ハ
水
殊
之
外
減

候
由
、
其
外
何
村
と
救
一
村
皆
潰
れ

之
上
大
山
抜
ケ
出
、
一
村
山
の
下
二

相
成
、
一
軒
壱
人
も
助
リ
不
申
と
申

風
説
有
之
由
。
誠
二
前
代
未
聞
之
大

変
と
申
聞
候
。
暮
相
二
又
相
応
之
地

震
致
し
候
。
此
村
廿
四
日
よ
り
毎
晩

外
二
居
リ
候
由
。
今
夜
も
皆
外
二
居

リ
候
様
子
也
。
田
所
通
り
か
・
り
候

内
地
震
割
れ
大
分
有
之
。
柏
崎
よ
り

善
光
寺
へ
近
き
丈
些
ト
強
き
事
と
被

存
候
。
気
昧
悪
く
眠
付
兼
候
内
、
雨

二
成
リ
風
出
、
安
堵
し
て
眠
ル
。

四
角
で
広
い
新
田

　
三
月
三
十
日
、
午
前
中
は
雨
天
で

見
分
を
見
合
わ
せ
、
九
ツ
半
（
午
後

一
時
）
ご
ろ
天
気
に
な
っ
て
見
分
に

出
る
。
場
所
は
木
落
村
か
ら
四
町
余

も
西
の
、
千
曲
川
を
三
町
ば
か
り
へ

だ
て
た
上
新
田
の
山
の
下
で
あ
る
。

川
が
流
れ
、
川
原
も
大
分
有
る
新
開

場
は
真
っ
直
に
平
ら
で
、
江
水
路
や

あ
ぜ
道
も
立
派
に
こ
し
ら
え
て
あ
る
。

一
口
ご
と
に
四
方
へ
杭
を
打
ち
、
広

く
て
四
角
の
田
が
多
い
。
こ
こ
両
三

年
の
間
作
付
を
し
た
田
が
全
体
の
三

分
の
一
も
有
る
と
か
、
ま
こ
と
に
結

構
な
場
所
と
い
え
る
。

　
さ
っ
そ
く
検
地
に
取
り
か
か
り
、

一
口
三
、
四
反
歩
に
分
け
た
ら
二
十

二
口
に
な
っ
た
。
十
五
番
ま
で
済
ん

だ
ら
七
ツ
半
（
午
後
五
時
）
を
過
ぎ

風
も
出
て
寒
く
な
り
、
仕
事
を
仕
舞

っ
て
木
落
村
へ
帰
っ
た
。

田
ロ
家
の
も
て
な
し

　
田
口
家
へ
上
っ
て
ふ
ろ
に
入
り
、

調
べ
も
の
を
少
し
し
て
い
た
ら
夕
飯

が
出
た
。
　
「
そ
ば
切
り
」
が
塩
あ
ん

ば
い
が
良
く
な
い
の
で
食
べ
か
ね
た

が
、
せ
っ
か
く
の
ご
ち
そ
う
な
の
で

無
理
し
て
二
、
三
杯
食
べ
た
。
海
辺

に
遠
く
て
海
の
魚
は
ひ
と
つ
も
無
い

が
、
そ
の
代
わ
り
に
、
川
魚
を
色
々

に
扱
っ
て
出
し
て
く
れ
た
。
な
か
な

か
結
構
な
料
理
で
あ
っ
た
。

趣



〃よいけい

’∫）

る
1，

さ
ノ
ん

　
、

、
5

　
♂

る
里
訪
問

帯
広
市
長
谷
川

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
区
切

り
と
墓
参
の
た
め
、
久
し
ぶ
り
で
家

族
と
と
も
に
帰
省
し
ま
し
た
。
交
通

機
関
の
ス
ピ
ー
ド
化
に
よ
っ
て
、
上

野
～
新
潟
間
が
近
く
な
っ
た
こ
と
に

ま
ず
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
道

路
が
整
備
さ
れ
、
山
頂
に
は
送
電
線

塔
が
幾
ル
ー
ト
も
走
り
、
県
外
ナ
ン

バ
ー
の
車
も
多
い
こ
と
な
ど
、
び
っ

く
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
私
の
子
供
た
ち
は
、
北
海
道
で
生

善

広
報
発
行
に

九
山
伴
四
郎
さ
ん

出思
（
足
立
区
）

　
　
　
二
万
円

末
良
さ
ん

（
赤
谷
出
身
）

ま
れ
育
ち
ま
し
た
の
で
、
す
ぐ
そ
こ

に
見
え
る
山
の
形
や
、
そ
れ
に
茂
る

植
生
す
べ
て
が
変
わ
っ
て
見
え
、
私

の
懐
か
し
さ
、
思
い
出
と
異
な
っ
た
感

じ
で
周
り
の
景
色
を
眺
め
て
い
ま
し

た
。
い
く
ら
山
間
地
に
あ
る
集
落
で

も
私
に
と
っ
て
は
生
ま
れ
育
っ
た
故

郷
で
す
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
を
家
族

に
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
私
の

自
己
満
足
が
大
半
だ
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

　
三
日
間
の
滞
在
中
、
自
然
の
美
し

さ
、
方
言
の
懐
か
し
さ
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
の
生
活
の
一
端
に
懐
か
し

く
浸
っ
て
き
ま
し
た
。
若
い
世
代
に

確
実
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
う
れ
し
く
も
あ
り
、
反
面
、

少
し
寂
し
い
気
持
ち
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
家
は
新
し
く
な
り
、
道
路
は
舗
装

さ
れ
、
水
道
が
普
及
、
燃
料
も
L
P

と
近
代
化
さ
れ
、
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

　
国
の
農
業
施
策
に
よ
り
、
減
反
ま

た
減
反
と
続
く
中
で
、
全
国
的
に
名

声
高
い
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
生
産
地

と
し
て
、
限
り
あ
る
土
地
を
い
か
に

近
代
感
覚
に
合
致
し
た
魅
力
あ
る
地

に
し
て
い
く
か
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
春
に
は
山
菜
・
山
桜
な
ど
、
夏
に

は
山
の
散
策
に
よ
る
旧
跡
め
ぐ
り
・

森
林
浴
、
秋
に
は
キ
ノ
コ
・
畑
の
収

穫
物
の
販
売
、
こ
の
美
し
い
自
然
の

宝
を
活
用
し
、
人
を
呼
び
込
み
、
さ

ら
に
豊
か
な
活
力
あ
る
地
に
し
て
も

ら
い
た
い
。
世
は
ま
さ
に
リ
ゾ
ー
ト

時
代
、
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
、
自
然

を
守
り
つ
つ
発
展
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
町
外
に
出
て
収
入
を
得
る
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ
こ
に
あ
る

美
し
い
自
然
を
眠
ら
せ
て
お
く
の
も

も
っ
た
い
な
い
気
が
し
ま
す
。
川
を

き
れ
い
に
し
、
魚
を
住
ま
せ
、
機
械

力
で
造
ら
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
よ
り
も
、

自
然
を
売
り
も
の
に
で
き
る
こ
の
地

こ
そ
、
複
雑
な
生
活
の
中
に
お
か
れ

て
い
る
都
会
っ
子
に
き
っ
と
喜
ば
れ

る
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
土
地

を
受
け
継
い
だ
若
い
人
た
ち
の
活
力

を
も
っ
て
将
来
の
計
画
を
立
て
実
現

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
の
出
身
者
は
、
故
郷
の
里
が

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
し
、
永
遠
に
継

承
さ
れ
、
発
展
し
て
ほ
し
い
と
だ
れ

も
が
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

老化防止に最適

一
』

‘囲碁・将棋

幾輔里
一

熟表弄

　
八
月
十
七
日
高
齢
者
コ
ミ
ユ
ニ
テ

イ
セ
ン
タ
ー
で
、
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
両
種
目
と
も
、
あ
ら
か
じ
め
各
町

村
で
選
抜
さ
れ
た
三
人
の
棋
士
・
十

八
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
A
・
B
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
総
当
た
り
方
式
の

灘灘

　
　
☆
欝
鮮

　
　
将
棋
の
部
リ
ー
グ

熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
町
の
出
場
メ
ン
バ
ー
は
、
次
の

と
お
り
（
敬
称
略
）
。

〈
囲
碁
〉

須
藤
正
夫
（
仁
田
）
　
丸
山
宗
太
郎

（
下
原
）
　
丸
山
清
治
（
根
深
）

〈
将
棋
〉

羽
鳥
芳
蔵
（
伊
友
）
星
名
庄
蔵
（
学

校
町
）
　
丸
山
正
平
（
下
原
）

修
’
甲
幅
一
…
一
一
一
申
…
一
＝
曹
一
…
一
一
甲
一
…
一
一
一
一
一
≡
一
一
一
一
…
一
『
一
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…
『
一
一
三
一
＝
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一
一
…
一
一
一
一
一
…
＝
一
一
一
…
一
一
｝
…
｝
一
叩
『
…
一
一
叩
一
三
一
＝
一
噂
…
一
一
一
一
…
一
一
｝
…
一
輯
一
…
＝
一
－
一
…
＝
『
一
『
…
一
『
一
『
…
一
一
一
一
一
＝
一
＝
甲
一
『
…
『
一
二
…
一
一
噌
一
二
一
一
一
葦
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一
三
一
＝
一
一
一
三
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嚇

…児童・生徒と…

スポーツを通じて

　
八
月
十
二
日
午
後
一
時
か
ら
総
合

セ
ン
タ
ー
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
団

員
数
二
百
二
十
人
、
宮
啓
一
本
部
長
）

　
　
　
　
5
　
　
　
。

〈感謝状を受ける

く左2人目から＞

小川広一　中川喜一

丸山　隆　広田育郎

市川松男　数藤孝一

清水昭平のみなさん

結
成
十
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し

た
。　

当
日
は
、
恒
例
の
小
学
生
高
学
年

の
キ
ヤ
ン
プ
活
動
に
出
発
す
る
児
童

と
、
見
送
り
の
保
護
者
ら
を
含
む
百

人
余
り
が
列
席
し
ま
し
た
。
石
沢
教

育
長
、
金
子
青
少
年
育
成
町
民
会
議

長
代
理
ら
の
祝
辞
の
あ
と
、
創
立
当

時
か
ら
、
同
団
の
育
成
に
尽
く
さ
れ

た
方
々
七
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
い
え

る
同
団
の
指
導
に
は
、
現
在
お
よ
そ

三
十
人
の
方
々
が
当
た
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。》

銀
山
平
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

＝＝3＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝霊＝＝＝＝＝＝器＝＝＝＝3＝＝＝＝器＝33＝＝＝＝＝呂器＝＝＝＝器＝＝3＝＝＝3＝＝呂＝＝

罐

三
年
　
高
橋
三
代
子
さ
ん

畿
誌
総

三
年
小
海
政
裕
君

〈
上
野
小
学
校
Y
－
1

一
年
う
ち
や
ま
ひ
ろ
た
か
く
ん

5年渡辺人志君

一
年
た
か
は
し
か
ず
の
り
く
ん

叢
拳
勃
薪

三
年
清
水
抄
子
さ
ん

五
年
若
山
英
樹
君

（
10
月
号
は
橘
小
学
校
で
す
）

5年押木恵美さん



嚢

と、語る子供たち、大むかしのことを知って将来の町を大い

に担って欲しいものです。

夏休み最後のプレゼント

　
八
月
二
十
八
日
、
夜
七
時
か
ら
松

葉
荘
の
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
映
写
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
シ
ー
ト

を
引
き
、
ス
テ
ー
ジ
の
壁
に
大
き
く

写
る
映
画
は
、
ま
さ
に
大
迫
力
、
大

画
面
で
す
。

　
あ
い
に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、
上

映
さ
れ
た
ア
ニ
メ
や
、
世
界
を
制
し

た
ス
イ
マ
ー
、
古
橋
広
之
進
物
語
に

百
五
十
人
ほ
ど
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

ひ
蓼
蓼
B
△
■
【
一
一
『
監
▲
■
冨
臨
響
』
暉
冨
盛
『
△
■
冒
』
『
色
■
『
』
曜
2
』
匿
置
昌
U
監
蓼
△
■
『
』
『
監
監
△
誓
蓼
血
「
累
盛
『
監
『

恩
給
欠
格
者
に
銀
杯
を
贈
呈

　
恩
給
欠
格
者
の
方
の
う
ち
、
外
地

な
ど
に
勤
務
し
た
経
験
が
あ
り
、
加

算年を

含
め
た
在
職
年
が
三
年
以
上

の
方
に
は
、
書
状
（
内
閣
総
理
大
臣

名
）
を
、
更
に
七
十
歳
以
上
の
方
に

は
、
高
齢
者
の
順
か
ら
銀
杯
を
贈
呈

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
書
状
及
び
銀
杯
の
贈
呈
は
、
請
求

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
の

　
　
　
　
／
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
’

お
尋
ね
と
、
書
類
は
役
場
住
民
課
ま
　
で
。

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域
に
お
い
て

強
制
抑
留
中
、
死
亡
さ
れ
た
方
の
遺
族
の
皆
様
へ

　
ソ
連
ま
た
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
地
域

で
強
制
抑
留
中
、
死
亡
さ
れ
た
方
の

ご
遺
族
に
、
内
閣
総
理
大
臣
の
慰
労

品
（
書
状
、
銀
杯
）
を
贈
呈
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
慰
労
品
の
贈
呈
は
、
請
求
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
∩
請
求
の
お
尋
ね

と
、
書
類
は
役
場
住
民
課
ま
で
。

騰



騨
譲
還
欝

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

田上数田丸田
中村藤中山村

伸
夫
56

　
敏
6
1

修
6
5

　
亘
78

龍
平
79

光
次
82

（
本
人
）
鶴
吉

（
本
人
）
下
原

（
本
人
）
小
白
倉

（
本
人
）
沖
立

（
自
ハ
ニ
）
下
平
新
田

（
基
）
小
白
倉

高
橋
　
タ
カ
88
（
哲
也
）
三
　
領

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
た
つ
き
　
弘
　
行

星
名
　
立
樹
真
紀
子
二
男
新
町
新
田

　
　
　
み
　
　
カ

星
名
美
佳

　
　
　
と
も
　
み

藤
巻
知
美

蔵
品
あ
ゆ
み

和
幸
二
女
伊
友

美
枝
子

進　
　
　
長
女
塩
辛

知
維
子

廣
行
長
女
霜
条

和
　
子

　
　
　
ゆ
う
や
寿
彦
　
　
　
発
電
所

工
藤
　
祐
也
聡
美
長
男
通
り
西

中
村
歓
鳶
紀
ぜ
女
仁
田

田
・
嶺
稀
長
果
落

山
家
製
軽
長
果
落

尾
墓
禽
榿
二
女
鷲

　
　
　
れ
い
な

田
中
玲
奈
敏
彦
長
女
県
営
住
宅

　
　
　
　
　
　
か
お
る

“》漁

小
わ
琶

　
　
　
壁
贋

太
田
白
南
風
選

○
延
命
地
蔵
や
さ
し
き
顔
の
盆
の
道

○
還
ら
ざ
る
弟
ひ
と
り
敗
戦
忌

　
流
澄
会
軽
き
灯
を
水
に
置
く

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

○
街
路
樹
の
下
の
縁
台
氷
水

　
八
海
の
尾
根
に
連
な
り
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
山
形
　
頼
太

○
蟷
螂
の
穫
物
を
狙
う
鎌
反
ら
せ

　
苔
の
花
年
代
古
き
石
仏

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
見
上
ぐ
る
畠
の
大
根
蒔
く

　
学
童
の
列
崩
れ
た
る
夏
嵐

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
　
須
藤
遊
人

　
甚
平
着
て
脛
の
細
き
を
哀
し
め
り

　
ぶ
ら
下
が
り
蜂
揺
ら
し
て
は
鳳
仙
花

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
酔
月

　
展
望
す
妻
有
平
野
秋
が
す
み
・

　
城
山
の
松
籟
に
夏
惜
し
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

前
触
れ
も
な
く
大
雷
の
一
つ
か
な

支
え
木
の
縄
を
外
れ
た
る
秋
茄
子

　
　
　
　
　
　
霜
条
　
星
名
　
星
光

手
作
り
の
大
き
す
ぎ
た
る
ち
ま
き
か
な

思
い
出
の
ラ
シ
ャ
の
軍
服
虫
干
す

　
　
　
　
伊
勢
原
市
金
子
　
桂
吉

く
ち
な
し
は
匂
い
め
で
た
く
真
白
く
て

桑
の
葉
に
羽
化
せ
る
蝉
の
み
ず
み
ず
し

　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

ひ
ぐ
ら
し
や
ぬ
く
も
り
残
る
大
き
な
碑

雨
あ
が
り
弥
彦
の
森
の
蝉
し
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
仁
田
小
幡
し
ん
女

鳥
追
の
テ
ー
プ
綾
織
る
稔
り
の
田

遠
花
火
消
え
た
る
闇
に
残
る
音

　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

吹
く
風
に
小
さ
き
秋
を
肌
に
知
る

峠
よ
り
見
ゆ
る
わ
が
里
出
穂
の
秋

　
　
　
　
　
　
小
脇
佐
藤
信
一

豊
作
の
薯
を
脊
負
い
て
町
の
娘
へ

宝
泉
寺
蓮
の
ロ
マ
ン
の
二
千
年

　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

新
生
姜
と
れ
て
今
宵
の
冷
奴

　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

十
粒
ほ
ど
雨
落
ち
し
ま
ま
遠
雷
す

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

萩
咲
い
て
展
望
台
の
空
高
し

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

広
々
と
早
稲
の
田
の
面
の
風
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
木
落
　
丸
山
鉄
四
郎

な
つ
か
し
き
顔
あ
ち
こ
ち
に
里
の
盆

　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
博
史

崖
紅
葉
清
津
の
流
れ
美
し
く

　
　
　
　
　
小
自
倉
　
田
中
　
優
美

大
の
字
に
泳
ぎ
疲
れ
の
子
の
昼
寝

　
　
　
　
　
中
仙
田
仙
蒼
子

秋
茄
子
の
皮
固
く
な
り
朝
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

央
竹
桃
町
の
暑
さ
に
咲
き
誇
り

　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

あ
ち
こ
ち
の
祭
嘘
子
の
太
鼓
鳴
る

　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

ボ
レ
ロ
弾
く
楽
士
の
ご
と
し
虫
の
秋

　
　
　
　
　
中
屋
敷
数
藤
壮
一

大
賀
蓮
古
代
の
色
香
秘
め
て
咲
く

　
　
　
　
　
府
中
市
野
口
東
風

過
疎
の
地
に
帰
り
て
親
し
盆
楽
会

　
　
　
　
　
熊
谷
市
　
斉
木
　
節
夫

癖

…
…
綴
哉
礁
礁
磯
薩

　
母
子
推
進
員
制
度
が
で
き
て
か
ら

二
十
年
あ
ま
り
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
に
熱
意
を
も
っ
て
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
方
が
大
勢
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
、
中
屋
敷
の
渡
辺

チ
ヨ
子
さ
ん
を
お
た
ず
ね
し
ま
し
た
。

○
　
母
子
推
進
員
は
現
在
何
人
い
ま

　
す
か
。

●
　
子
育
て
を
終
わ
っ
た
三
十
代
か

　
ら
、
六
十
歳
代
ま
で
の
女
性
二
十

　
一
人
で
す
。

○
　
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
。

●
妊
娠
中
の
方
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の

　
健
康
診
査
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
該

　
当
す
る
家
庭
に
通
知
書
を
配
っ
た

　
り
、
健
診
の
と
き
に
身
長
や
体
重

　
を
計
る
お
手
伝
い
を
し
た
り
し
て

　
い
ま
す
。

○
　
母
子
推
進
員
と
し
て
感
じ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義
縫
顯

と
は
…

●
通
知
書
を
配
り
な
が
ら
、
子
育

て
の
話
を
す
る
と
、
本
を
読
む
な

ど
し
て
勉
強
し
て
い
る
お
母
さ
ん

が
、
い
ま
は
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　
通
知
書
を
届
け
て
も
、
全
員
の

方
が
健
診
を
受
け
な
い
と
聞
い
て

残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

○
日
ご
ろ
、
子
供
を
見
て
感
じ
る

こ
と
は
…

●
兄
弟
が
少
な
い
せ
い
か
、
親
や

周
り
の
人
が
余
計
な
手
を
掛
け
す

ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
ぞ
う
き
ん
を
し
ぼ
れ
な
い
、
鉛

筆
を
削
れ
な
い
と
い
っ
た
、
手
先

の
不
器
用
な
子
供
が
多
い
と
思
い

ま
す
。

○
お
母
さ
ん
方
に
ひ
と
こ
と
．
．
．

・
現
代
の
お
母
さ
ん
錆
め
や
蝿

家
事
と
忙
し
過
ぎ
る
と
思
い
裏
衡

　
で
も
、
ち
ょ
っ
と
抱
い
た
り
、

曝
簿
聾
備
説
赫
赴
雛

と
眉
享
・
心
が
安
定
し
・
非
騒

舷
止
に
つ
な
が
る
と
い
う
藷
騒

し
も
聞
き
ま
し
た
．
時
間
を
見
つ
螺

け
て
、
実
行
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。


